
2011年スカイフェスティバルin南陽ハンググライダー大会（クラスⅠ） 

大 会 要 綱 

主      催  山形県南陽市スカイレジャー振興協議会 

主      管  ２０１１年スカイフェスティバルin南陽ハンググライダー実行委員会 

公      認  （社）日本ハンググライディング連盟 ハンググライディングシリーズ対象  

大 会 役員  実行委員長 小野健一郎  南陽市スカイレジャー振興協議会会長 

競技委員長   大沢  豊     ＪＨＦ理事 

協      賛  ハンググライディングメーカー関連各社、市内商店、企業各社 

協      力  （有）ソアリングシステム 、ノブエアーファクトリー、バードアップ赤湯HGC 

後      援  南陽市,その他 

開催  場所  山形県南陽市、南陽市スカイパーク（十分一山、周辺） 

開催  日程  201１年４月２９日（金）～５月3日（火） 5日間 

4月29日    8:20受付 えくぼプラザ  9:00開会式、競技、                                                                 

4月30日    8:30受付 えくぼプラザ 10:00競技 午後7時よりウェルカムパーティー えくぼプラザ 

5月 １日   8:30受付 えくぼプラザ 10:00競技   

5月 2日   8:30受付 えくぼプラザ 10:00競技 

5月 3日   8:30受付 えくぼプラザ 10:00競技、  競技終了後閉会式 

競技方法   ゴールフライト、アウトアンドリターン、サーキットパイロン 

参加資格   JAA 及びＪＨＦ HG フライヤー登録が有効なもので、JHF HG XC パイロット証所有者 

かつ心身ともに健全なもの。 

参加機体   使用機体は原産国あるいはJHSCによって認められている国の滑空証明が明示されたクラスⅠ 

 の機体とする。 

参 加 費   ①全日程参加 締切前39800円 、締め切り後44500円 

         ②３日間参加（５月１日～３日）締切前２９８００円、締切後３４５００円 

両日程ともに地図、大会期間中の温泉旅館宿泊、レセプション含む。 

参加定員    クラスⅠ オープンクラス ５０ 名 締切後はエリアのキャパに応じて参加を受け付けます。 

          クラスⅠ スポーツクラス ２０ 名 締切後はエリアのキャパに応じて参加を受け付けます。 

参加締切   平成２３年４月１０日 必着 

＊宿泊旅館の確保のため、締切までのエントリーをお願いいたします。 

賞   典   賞状、記念品、参加賞、賞品多数 

 レデイース部門の表彰は､第２６回レディースカップとして表彰します。 

所 持 品   JAA 及びJHF HG フライヤー登録証・HG、P， XC 証、４ヶ月以内リパックのレスキュウ装備 

 JHF競技委員会規定に沿ったGPSを装備すること。単三電池（競技無線用） 

振 込 先  ジャパンネット銀行 本店営業部 口座番号７０９５８５７  名義 サトウノブヒロ 

        ウェーブエントリーも可能ですが参加費を振込後の受付になりますので参加費振込後のエントリ  

ーをお願いいたします。 

未成年の方は、誓約書をダウンロードし保護者の承諾を受けてのエントリーをお願いいたします。 

二十歳以上の方は大会当日の受付時でも誓約書を受け付けます。 

エントリー用紙は大会事務局までメールもしくは郵送、FAXを必ず送ってください。 

参加申し込み送付先 

  ９９９ －２２１１ 山形県南陽市赤湯３１０２－３ノブ エアー ファクトリー内  

佐藤 信博 TEL FAX0238-43-2927 携帯090-1432-3177 

E-mail nobair@mbn,nifty,com 

＊ 大会期間中選手は大会側が用意した赤湯温泉旅館に宿泊をして頂きます。基本的には、４泊５日（朝食

付）夕食は各自お願いいたします。なお、宿泊は温泉旅館を利用いたしますので社会人としてマナーを守

ってのご利用をお願いいたします。 



＊ レセプションは全員参加でお願いいたします。（サンダル、裸足はご遠慮ください。） 

 

 

 

競技クラスについて 

 

２０１１年スカイフェスティバルは２つのクラス同時開催で行います。 

 

オープンクラスについて 

オープンクラスは現在行われている JHF ハンググライダーシリーズの中の一戦として開催いたします。 

 

スポーツクラス 

ハンググライダーシリーズ対象外（ポイントは付きません）。競技内容はオープンクラスと同じ内容での競技を

行います。コンディションに合わせてのタスク競技、ただしオープンクラスより距離を短くしゴールメイク率をあげ

たいと考えています。サンデーフライヤーやこれから競技会を目指すパイロットに提案します。 

 

第２６回レディースカップ部門 

オープン並びにスポーツクラスから表彰致します。 

 

すべてのクラスともに参加資格はパイロット以上です。 

 

テイクオフの利用 

オープン・スポーツクラス共に高ツムジを使いそれぞれのクラス専用の T.O ポジションを設定いたします。 

両クラスとも不公平がないように競技を進めます。また、スポーツクラスにおいては十分一 TO もコンディション

にあわせ利用いたします。 

 


